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○ 近畿圏への外国人旅行者は、平成２３年度以降から急激に増加。

○ 奈良県における外国人旅行者（宿泊者）は、平成23年度から平成29年度にかけて、８倍に拡大。
○ 奈良県では、奈良市を中心に訪問割合が高く、東アジア系・欧米・欧州系の割合が高い傾向。

インバウンドの拡大
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外国人訪問客数の推移

奈良県

全国

韓国, 1.6%

中国, 49.2%

台湾, 15.3%

香港, 4.6%

タイ, 3.9%

シンガポール, 1.0%

マレーシア, 2.3%

インドネシア, 0.9%

フィリピン, 2.9%

ベトナム, 1.5%

インド, 0.2%

英国, 1.4%

フランス, 1.7%

ドイツ, 0.7%

イタリア, 0.5%

ロシア, 0.4%
スペイン, 0.2%

米国, 2.8%
カナダ, 1.2%

オーストラリア, 3.2%

外国人訪問客数・国別割合（令和2年）

奈良県観光統計調査より

※…令和２年は、新型コロナウイルス感染症の影響により、観光庁「訪日外国人消費動向調査」がR2.1-3月期しか実施さ
れなかったため、令和2年は1-3月期のみのデータであり、当該期における奈良県訪問率を用い、推計を行っています。

※



2

インバウンドの拡大

○ 奈良県内のエリア別外国人宿泊者数は、奈良市内が約７割を占める。

奈良市
68.2%

奈良市を除く県北部

地域
18.9%

県中部地域
1.0%

県東部地域
1.0%

県南部地域
10.9%

外国人宿泊者数のエリア別割合（R3年)

エリア 宿泊者数(人)

奈良市 6,000

奈良市を除く

県北部地域
1,664

県中部地域 86

県東部地域 87

県南部地域 958

8,795

宇陀市、曽爾村、御杖村、東吉野村

五條市、吉野町、大淀町、下市町、黒滝村、天川

村、野迫川村、十津川村、下北山村、上北山村、

川上村

県全域

構成市町村

大和郡山市、天理市、生駒市、香芝市、山添村、

平群町、三郷町、斑鳩町、王寺町、広陵町

大和高田市、橿原市、桜井市、御所市、葛城市、

高取町、明日香村

エリア構成市町村及びエリア別外国人宿泊者数
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出典：気象庁 2020～2022
Time-j.net（全国平均：1981～2010）

降水量

3

○奈良県内の観測地点別年間降水量をみると、国道168号・169号周辺の「上北山」「風屋」「下北山」
「葛川」の観測所の2022年の降水量は全国観測地点平均の1.5～2倍程度多いことがわかる。

出典：国土地理院、気象庁

奈良県内の観測地点

奈良県内の観測地点別年間降水量

※葛川は2020年観測なし

奈良

田原本

葛城 大宇陀 曽爾

針

※赤丸：降水量の多い地点

五條 吉野

天川 上北山

風屋 下北山

葛川

全国観測地点
平均
1,718mm

1.7倍
1.5倍

1.9倍1.9倍

全国観測地点
平均との比

全国観測地点

平均との比

※全国観測地点平均との比：奈良観測地点の年間降水量は2021年の値で算出

169
168



出典：国土交通省

土砂災害発生件数の増加
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○ 平成２５年～令和４年における１０年間の土砂災害発生の年平均件数は過去１０年間の年平均
件数と比較して、約１．２倍に増加している。



通行止め回数
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※事前通行規制とは、大雨・台風による土砂崩れや落石等のおそれのある箇所について、
過去の記録などにより予め定められた基準（雨量）に達した場合に、実際に支障が発生する
前の段階で実施する通行規制のこと

通行止めの発生回数と通行止め時間の集計（平成３０年度～令和４年度）

通行止め要因
年度内訳（件数） 通行止め時間

H３０ R１ R２ R３ R４ 合計 合計（時間） １回当たりの時間

災害 ９２ ２４ ２８ １０ ６ １６０ ７５，６６３ ４７２．８９

事前通行規制 ２９４ ２６４ ２５７ ２１２ ２１７ １,２４４ ２０，１００ １６．１６

合計 ３８６ ２８８ ２８５ ２２２ ２２３ １,４０４ ９５，７６３ ６８．２１

○ 過去５年間に落石、崩土を原因とした通行規制は約１６０件発生し、１回あたりの 通行止め時間
は約６８時間（約３日）。



新たな国土形成計画
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出典：国土交通省



重要物流道路制度の創設
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これまでの道路ネットワーク計画
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重要物流道路と新たな広域道路ネットワーク
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奈良県新広域道路交通ビジョン・計画の概要

10



防災･減災、国土強靱化のための５か年加速化対策

11出典：国土交通省

（令和２年１２月１１日閣議決定）


